
受入4 z</ g普。"aB*0

林木種子の検査方法細則

02000-00044336-4

( 1 9 6 9.1 1)

農林省林業試験場



4 5, 4.1 4

林木種子の検査方法細則(19 6 9.11)の

訂正、追加事項

昭和4 4年12月以来、仍瀬検査に実際に適用してみて、若干の問題点がみとめられた 

ので、一部を訂正し、また一部に追加も行左った。なお印刷の豌もあわせて集録する。

提出試科 純度測定用

p. 5 表ー 2(1) ハリモミ〔409 2 0^ 〕 に訂正

P. 5 表ー2(2) 下から6行目 〔インセンスシーダー〕を削除

P. 7 表ー 2(2) 下から7行目 〔タ・・ラスファー〕に訂正

P. 8 表-2(2) 上から2行目 〔ギガントセコイア〕に訂正

P* 8 表一 2(2) 上から6行目 〔オニヒパ〕を削除して〔ブリカータネズコ〕と訂正

P. 9 上から1〜2行目I完全なタネでもあきらかにシイナと認められるもの〕を削除 

上から2行目［ハネおよびそのかりら、〕の前にcmのかけら、〕を揷入 

下から9〜8行目の正常なメバエの説明を次のように訂正

〔正常なメバエ:幼根が屈地性を示し、タネの長さより長くなったメバエをいう。

(以下同文)〕

P. 22 上から7行目〔オニヒバ〕を削除して〔ブリカータネス.コ〕と訂正

P. 2 8 上から18行目を一部訂正し、補足説明を揷入して次のとおりとする。

C……(［)だけをとって推定発芽率とし、他の群をあわせて推定不発芽種子率 

とする。ただし、ー胚がはいっていて も、もともと傷ついていたとおもわれるもの、・ 

不完全なもの、さかさにはいっているもの、1個以上はいっていて、それらがほぼ 

同じ大きさであるものは異常種子とする。胚が1個以上はいっていても、そのうち 

の1個が他にくらべていちじるしく大きい場合は、その胚の染色状態によってI〜

Nのいずれかの区分にいれる。なお広葉樹については、(以下同文))

林木種子の検査方法細則

「林業試験場が依頼を受けて行なう試験、分析及び鑑定に関する規程」 

(農林省告示第8 5 3号)にもとづいて、林木種子の純度、発芽率、1,000 

粒重を検査する場合には、以下に定める方法による。

1.試料のとり方

大量のタネから検査試料をとりだす場合、はじめの量にたいしてとるべ 

き1次試料の数は次のとおりとする。

5 0 0陶まで 少なくとも5つ、5 0防以下の場合は、

3つにまでへらすことができる。

5 01〜3,。 0 0 Kま 5 0 0 ^ごとに1つ、ただし全体で5つ

以下ではいけない。

3,001〜2 0,00(〕限 500阿ごとに1つ、ただし全体で1〇

以下ではいけない。

容器や蒙につめてある場合は、容器、袋数にたいしてとるべき1次試料

の数を次のとおり定める。

5個(袋)まで 各容器から1つずっとするが、全体で5

つ以下ではいけない。

6～3 〇個(袋) 少なくとも3個に1つずつとするが、全

体で5つ以下ではいけない。

31個(袋)以上 少なくとも5個に1つずっとするが、全

体で1〇以下ではいけ:ない。

1次試料の採取にあたっては、容器や袋の大きさに応じて、適宜の大き 

さの採取杖をつかいわけるとともに、できれば容器内を、かくはんするな 

どして、かたよった試料をとらないように注意する。

とりだした1次試料をまぜあわせたものを混合試料とよぶ。混合試料は、 

分割器をもちいて、はじめ2〜3回よくまぜ、ついで半減操作を繰返して、 

次項の提出試料の最少量より、やや多い量咬でへらし、これについて検査 

を行なう。
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2.提出試料の量

検査のための提出試料は、樹種ごとに定められた最少景より少なくては 

ならない。わがくにの主要樹種については、農林省告示第8 5 5号に定め 

られている数量(表ー1)により、その他の樹種については国際種子検査 

規約に定められている数量(表ー 2 )による。

表ー1 主要樹種のタネの検査のための提出試料量 

小粒種子

サワラ、ネズコ

ヤシャブシ;ハゲシバリ,ハンノキ、カバなど
} 5 〇クラム

ヒノキ、ヒバ,ツガなど 5 〇グラム

スギ、カラマツなど

アララギ、アカマツ、クロマツ、トウヒ、モミ、コウヤマキ
}

75グラム

ケヤキなど
1〇 〇クラム

ニセアカシャ、ネム、ミズキなど 

太粒種子

15 〇ク’‘ラム

クス、サクラ、ウルシ、ハゼ、カエデ、ヤチダモなど 1,。 0 0 粒

ヒメコマツ、チョウセンマッ、ブナ、ホオノキ左ど 6 0 0粒

力ヤ、カシ左ど 4 0 0粒

クリ、クヌギ、ナラ、カシワ・アブラギリ、ツバキなど 3 0 0粒

クルミ、トチ左ど 2 0 0粒

——2 ——■

表ー 2 提出試料、純度測定用試料の数量

⑴わがくにの主要樹種

種 名 提出試料 純斷I定用 種 名 提出試料 極祖曲

モ ミ・ 200 100 アカシャ属 70 35
ウラジロモミ 80 40 ヤシャブシ・ 10 3
シ ラ ベ 40 20 ハンノキ・ 1 〇 3

ト ドマツ・ 60 30 ヒメヤシャブシ・ ャ5 2
ヒ ノ キ・ 1 5 6 シラカンノt・ 5 1
サ ワ ラ・ 1 〇 3 マ カ ン ノヾ・ 5 1.5
ス ギ 25 1 〇 ク ス・ 500 250
カ ラマ ツ 25 1 〇 ヤチダモ・ 400 200
アカエゾマッ 25 9 ホオ ノキ・ 1,。 0 0 500
クロエゾマッ 25 7 ヤマナラシ・ 5 0.5
ャツガタケトウヒ・ 25 1 2 ク ヌ ギ・ 300粒 300粒
ハリモミ・ 80 40 カ シ ワ・ 300粒 300粒
アカマツ 60 30 ウ ル シ・ 200 100
ク ロ マ ッ 70 35 アキニレ 25 8
ゴヨウマッ 600 300 ケヤキ・ 100 50
チョウセンマッ・ 500粒 500粒
コウヤマキ・ 1 40 70

イ チ イ・ 250 1 25
ネ ズ コ・ 1 〇 3
ヒ バ・ 30 1 5
ツ ガ・ 20 1 〇

(註)1.特記したもの以外はグラム数を示す。

2. ・印をつけた樹種は、現行の国際種子検査規約に定められてい

ないか、定められていても検討を要するもので、いずれも現在、 

追加または改訂を提案中である。その他の樹種については、国際 

規約による。
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⑵その他の樹種

種名また は属名 提出試料

Abies aIba ヨーロッ笼ミ 240 1 20
Abies amabilis 200 1 00
Abies balsamea ノ<ノ "厶モミ 40 20
Abies cephalonica 560 1 80
Abies c ilic ica 1.000 500
Abies concolor コンカラーモミ 1 60 80
Abie s f rase r i フレーザリモミ 50 25
Abies grand is 100 50
Abies lasiocarpa 70 35

Abies magnif ica 360 180

Abies nordmanniana 320 160

Abies numidica 50 0 • 250
Abies pinsapo 320 1 60
Abies procera 1 60 80
Acer n egundo ネグンドカエデ 200 1 00
■Ace r platano ide s 900 450
Acer pseudoplatanus 40 〇 20 〇.

Acer rubrum 100 50
Acer sac char inum サトウカろテ 1,000 50 〇

Aesculus hippocastanum セイヨウトチノキ >300 粒 > 300粒
Alnus cordata 25 6
Alnus glu t inosa グルチノーザハンノキ 25 4
Alnus incana 1 5 1
Alnus rubra 1 5 1
Betula papyrifera 1 5 0.2 5

Be tula pendula ヨーロッレラカンパ 1 5 0.25
Betula pubescens T5 0.25
Carpinus betulus ョ_ 口ッシデ 500 250
Cas tanea sa t i va ヨー口みクリ > 300粒 > 300粒

種名 ま たは 属名 提出試料 踏跡

Catalpa キサ沙属 1 20 60

Cedrus atlantica アトラスzーダー 500 250

Cedrus deodara ヒマラお一一 700 350

Cedrus 1i ba n i 小ノンシ・ーダー 50 0 250

Chamaecypar is lawsoniana ローソンヒノキ 25 6

Chamae cypar is no otkatensi s 30 1 5

Chamaecypa ris thyo ides 25 3

Co rylu s avellana ヨーロッZシじパミ 1,。 00 > 300粒

Cra taegus mon ogyna 280 1 40

Cupr essus ar iz on ica 60 30

Cupre ssus macrocarpa 40 20

Cupressus sempervirens ホソイトスギ 40 20

Cyt isus scoparius 40 20

Eucalyptus globulus ユーカリノキ 25 9

Eucalyptus ユーカリノキ属 5 0.25

Fagus sylva t ica ヨーロッZく井 1,。 00 500

Fraxinus トネリコ属 400 200

G-l ed its ia サイカチ属 900 450

Junipe rus commun is トショウ 70 35

Jun iperus s copu1o rum 70 35

Junipe rus virginiana エンピッピャクシン 70 35

La rix d ec idua ヨーロッZ易ラマッ 25 1 〇

Larix eurolepis インセンスシーダー 25 10

Lar ix oc cidental is 25 10

Lar ix sibir ica シベリアカラマッ 25 10

Libo cedrus de cur rens インセンスシーダー 1 60 80

Liquidamba r s tyraciflua モミ沪ヾフウ 30 1 5

Liriodendron tulipi f era ユリノキ 1 80 90
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種名喧た は属名 提出試料 險沮剧

Malus リンゴ属 50 25

Moms クワ属 25 5

Nothofagus obliqua 60 30

Not ho fagus pro ce ra 50 25

Picea abies ヨー ロッパトウヒ 40 20

P icea engelmannii 25 9

Picea glauca グラウカトウヒ 25 5

Pi cea mar iana マリアナトウヒ 25 3

Picea omo r ika 25 8

Pi cea orientalis 30 1 5

Picea pungens ブンゲンストウヒ 30 1 5

Picea rubens ル—ンストウヒ 25 9

Picea s i tchens i s シトカトウヒ 25 6

P inus albicaulis 700 350

P inus ar i stata 100 50

P,inus banks iana パンクシアナマツ 25 9

Pinus cembra 1,3 00 700

Pinus cembro ides 1,。 00 700

Pinus con to rta コントルタマッ 25 9

Pinus coulter i 1,。 00 90 〇

Pinus echina ta エチナタマッ 50 25

Pinus edulis 1,000 700 ,

Pinus elliotti i スラツレユマッ 1 60 80

Pinus exceIsa ヒマラヤゴヨウ
(=Pinus grif fithi i) 20 0 100

Pinus flexilis ■ 50 〇 250

Pinus halepens i s 1 00 50

Pinus heldre ichi i 1 20 60

P inus jeffreyi 60 〇 30 〇

種名疾た は属名 提出試料 純度渕朝

Pinus lambertiana 1,。 00 500

Pinus mont icola 90 45

Pinus mugo 40 20

Pinus muricata 50 25

Pinus nigra ヨーロッパクロマツ 80 40

Pinus palus tris ダイオウレヨウ 70 〇 350

P inus peuce 240 1 20

Pinus pinaster フランスカイガンショウ 240 1 20

P inus p inea 1.〇 00 1,。 00

P inus ponderosa ポンデロー!fマッ 20 〇 100

P inus radiata ラジアタマッ 160 80

P inus res inosa レジノザマツ 50 25

Pinus ri gida リギタマッ 40 20

Pinus strobus ストローブマッ 90 45

Pinus syIvest r is ヨーロッパアカマツ 40 20

P inus taeda テータマッ 1 40 70

Pinus virginiana 50 25

Pla tanus スス‘カク・ノキ属 25 6

Po pulus ハコヤナギ属(ポフラ類) 5 0.25

Prunus avium 900 450

Prunus padus エゾノウワミズザクラ 360 1 80

Prunus s e rot ina 50 〇 250

Ps eudot suga menzies ii (ダクラスファー、
ゝペイマッ ノ 60 30

Pyrus ナレ属 1 80 90

Que reus ナラ属 > 500 粒 > 500 粒

Rob in ia p seudoa cacia ニセアガレヤ 1 00 50 .
Rosa バラ属 50 25

Salix ヤナギ属 5 0.25

Sequo ia sempervi rens ,センペルセコイア)
(イチイモドキ ノ 25 10



種名または属名 提出試料 瀬損政

S equo iadend ron giganteum ギセカントセコイア
(=Sequo ia gigant ea) 30 1 5

Sorbus ナナカマド属 25 1 〇

Taxus イチイ属 320 1 60

Taxodium distichum (亏々”M ウ) 500 250

Thuja 〇 cciden ta 1 i s ニオイヒノヾ 25 4

Thuja 〇 r i en ta 1 i s コノテガシワ 1 20 60

Thu ja pl ica ta オニヒパ 25 3

T i 1 ia c o r d a t a 1 80 90

Til ia platyphy 1los ヨーロッ^芯/ナノキ 50 〇 250

Tsuga canadensis カナダッガ 25 7

Tsuga he te ro phy 1la 25 4

Ulmus amer icana 40 20

Ulmus pumila 40 20

3•純度測定

提出試料からとりだした供試料を純正なタネ、他種のタネ、まざりもの 

(夾雑物)に分け、純正なタネの割合をもとめる。

供試料をとる作は、いろいろの型の分割器をつかい、はじめ2〜3回よく 

健ぜ、ついで半減操作をくりかえして.所定の数量よりやや多めとする。

純度測定用供試料の数量は、表ー 2⑴⑵に示すとおりであるが、供試料 

の数量がきめられていない樹種については.少なくとも2, 5 0 0粒のタネ 

を含む量をとる〇

純正なタネ:対象樹種のタネをいう。こわれたものでも、もとの大きさ 

の半分以上あるものはこれに含める°

まざりもの:対象樹種のタネのうち、こわれたもので、もとの大きさの
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回とり、上記の3群に分け、次の単位で測定す所定景の供試料を 1

1〜9g 1 〇〜99g 10 〇〜99 9g 10 0Og〜

測定単位 〇.〇〇〇!g 0-1g 1 g0.0 01 g ' 0.01 g

(計算、表示方法)

各構成分の合計を基準にして〇•1%単位で、それぞれの割合を示す。 

この際各構成分の合計が1〇 〇になるようにする。0. 〇 5 %以下の場 

合は、n痕跡”とし、建ったくない場合はn 〇・〇,,と記載する。

対象陶種以外のタネはできるだけ種類を判定し、各種類ごとに重さ 

をはかり、それぞれの割合をもとめるC

葉、球果の鱗片、樹皮片などり

(測定方法)

半分以下のもの、種皮が完全にとれたもの・ 完全な夕・‘ネでもあきーらみ虹 

築脆”ケう
nf靜あら•代る"も"0はこれに含める。Iハネおよびそのかけら、土、砂

る。

供試料 〜0.5g

4.発芽率の検査

発芽率は所定の条件で、所定の期間内に正常なメバエを出したタネの割 

合を示す。

正常なメバエ:幼根が屈地性を示し、タネの長さの4倍以上に:なったメ 

バ工をいう。メバエが歯やバクテリヤでいたんだものでも、その原因が自 

身のタネに左いことがあきらかであれば正常とする。

異常なメバエ:傷ついたメバエ、子葉または幼根のないメバエ、1本以上 

の幼根をだしたもの、珠孔から子葉をだしたもの、珠孔以外から幼根をだ 

したもの。

(試験方法)

試料:純度測定でわけた純正なタネをよく畦ぜてから無作為に100 

粒ずつ4回とり、各1〇 〇粒を1発芽床に喧きつける。大粒のタネの
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場合には、5 0粒唾たは2 5粒を単位とする°

発芽条件:わがくにの主要樹種のタネにたいする発芽試験の条件は 

表ー 3のとおりであり、その他のわがくにの樹種については、既往の 

文献を参考とするほか、表ー 4に示されている同属のものを参考とし 

てきめる。

外国樹種については、国際種子検査規約(表一4 )による。

表ー3 主要樹種の発芽試験方法

樹 種 発芽床 温度Cc) 光条件 発芽調査 
開始日

締切 
日数

前処理方法

モ ぐ 
ヽ TP ； S 2 0-3 0 一 7 2 8 〇〜5ね:14日

ウラジロモミ ,TP ； S 2 0-3 0 L 7 2 8 〇〜5幻:21日

シ ラ ベ TP ； S 2 0-3 〇 L 7 2 8 〇〜5ね:14日

トドマ ツ T P ； S 2 0-3 0 L 7 2 8 〇〜5-c : 2 1日

ヒ ノ キ TP 2 0-3 0 L 7 2 1

サ ヮ ラ TP 20-3 0 L 7 2 1

ス ギ TP 2 0-3 0 — 7 2 8

カラマ ッ TP 2 0-3 0 L 7 21 〇〜5*c ： ； 4 日

アカエゾマッ TP 2 0-3 0 L 7 2 1

ク、□エゾマッ TP 2 0-30 一 7 2 1

ハリモ ミ TP 2 0-3 〇 一 7 2 1 〇〜5 r ：14日

アカマ ッ TP 2 0-3 0 L 7 2 1 〇〜5 ec ：1 4 日

クロマ ッ TP 2 0-3 0 L 7 2 1

ハンノ キ TP 2 0-3 0 L 7 28

シラ’カンバ TP 2 0-3 0 L 7 21

ヤマナラシ TP 2 0-3 0 L 3 1 4

(註)！ 発芽床のTPは濾紙を、Sは砂を示す。

詳しくは本文を参照。

2.温度の項の2 0 - 3 0は昼間(8時間)3 〇.'Cに、夜間(16

-1 〇 —

時間)2 〇でにおくことを示す。

ただし設備の関係で変温条件を設定できない場合、当分の間 

は定温をつかうことができる。ここで定温とは、ハンノキ、シ 

ラカンバ、ヤマナラシについては2 5¢、その他の樹種につい 

ては2 3 -cとする。

3. 光条件の項のLは、日中8時間光照射を行なうことを示す。 

ただし、ガラス張•りの定温器で散光をあてる場合には、8時間 

をこえてもさしつかえない。

4. 前処理はいずれも冷処理で、発芽床にまきつけて表に示した 

条件におく。

-11-



その他の.蝎種の発芽試験方法 (国際種子検査規約,196 6表ー4

種名 ま たは属名 発芽床 温度(C) 光条件

Abies al"ba ヨ——ロッノぐモミ TP； S 20-30；20 L

Abies amalDilis TF； S 2 0-3 0 L

At)ies "balsamea ノヾルサム モミ TP； S 20-3 0 L

Abies,ce phalonica TP； S 20-30 L

Abies cilicica TP； S 2 0-30 L

Abies concolor コンカラーモミ TP> S 2 0-30 L

Abies fraseri フレーザリモミ TP： S 20-30 L

Abies grandis TP： S 20-30 L

Abies las iocarpa TPi S 20-30 L

Abies magnifica TP； S 2 0-30 L

i Abies nordrnanniana TP； S 20-30 L

'Abies numidica TP； S 2 0-30 L

I Abies pi ns apo TP； S 20-3 0 L

i Abies procera TP； S 20-30 L

I Acacia アカシャ属 TP 20 : 20-30 L

1 ' , - ., , ■ - •
1

Acer カエデ属 TP； S 20 —

•11
Aescuius hippocastanum セイヨウトチノキ S 2 0-30 一

Alnus ハンノキ属 TP 20-30 .L

Be tula カンバ属 TP 20-30 L

Carpinus be tulus ヨー ロ ッパ シア S 20 —;

-1 2-

より抜萃、一部補訂)

発芽調査 

開始日
締切日数 前 処 理 方 法 な ど

7 28 3〜5 C ： 21日

7 21 無処理i 3〜5 C ： 210

7 21 3〜5 C ： 2 8日

7 28 無処理i3〜5 C ： 21日

7 28 3〜5 C ： 21日

7 28 北米太平洋岸のものは3〜5 C ： 21日

7 28 3 〜5 C ： 2 8 0

7 28 3 〜5 C ：1 4 0

7 28

7 21 3 〜5 C ： 2 8 0

7 28 無処理:3〜5 C ： 210

7 28 3 〜5 C ： 2 1 0

7 28 無処理;3〜5 C ： 210

7 28 3 〜5 C ：1 4 0

7 21 ⑴子葉のある端の種皮をきずつけ、3時間浸水、(2)濃硫 

酸に1時間つけ、流水でよく洗う。または、⑶熱湯( 

8〇〜100C)で5分間処理し、水道水でひやす。

7 28 (1)1〜5 C ： 2カ月、果皮をのぞいて発芽試験を行なう 

ほうがよい。または、(2)テトラゾリウム法

7 21 48時間浸水し、タネのへそのある端を如きりおとす。 

種皮はまきつけた位置からうごかさない。

7 28 mg単位ではかりとった1gのタネを単位として試験し、 

用いた数最にたいする発芽粒数で結果をあらわす。

7 21 m8単位ではかりとった0. 2 5 gのタネを単位として試 

験し、結果はハンノキ属と同じようにあらわす。

28 70 (1)3〜5 C ： 6カ月、または、(2)テトラゾリウム法

—1 5—
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種 名 ま た は 属 名 発芽床 温度(C) 光条件

Castanea sativa ヨーロ ッバクり S 20--50 —

Catalpa キササゲ属 TP 20-30 —

Cedrus ヒマラヤスギ属 TP 20； 20-30 —

CPiamaecy  paris lav/son iana ローソンヒノキ TP 20； 20-30 一

:chamaecyparis nootkatensis TP 205 20-3 0 —

'Chamaecyoaris thyoidesI ■ •
S； TP 20 L

；Corylus ハシバミ属 S 20 ； 20-30 —

i Crataegus monogyna S 20-30 —

;Cupressus arizonica TP 2 0-30 L

Cupres sus macro carpa TP 2 0-30 —

Cupressus sempervirens ホソ イ ト スギ TP 203 20-30 —

:Cytisus scoparius TP 20-30 —

■ Eucalyptus globulus ユーカリノ キ TP 20； 2.0-30 L

Eucalyptus ユー力リノキ属 TP 2 0.5 20-30 L

Fagus sylvatica ヨーロ ッ‘パブナ TP； S 20 ——

Fraxinus bネリコ厲

小

TP； S 20-30 —

ヤチダモ・ TP； S 1 0-25 L

Gieditsia triacanthos TP； S 20 一

Juniperus communis ト ショウ TP； S 20 L

Juniperus scopulorum TP； S 1 5 一

Juni perus virginiana エンピツビャクシン TP； S 1 5 —
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発芽調査 

開始日
締切日数 前 処 理 方 法 な ど

7 21 4 8時間浸水し、タネのへそのある端を％きりおとし、 

種皮をのぞく 〇

7 21

7 21 3〜5 C ：14日

7 28

7 28

7 28 (1)3 - 5 *C ： 9 0日、ーまたは、(2)テトラゾリウム法

28 70 (1)3〜5 C ： 2〜3カ月、または、⑵テトラゾリウム法

7 28 (1)3〜5 C ：12カ月、または、(2)テトラゾリウム法・

7 28 3〜5 C ： 21日

14 35

7 28

7 28 子葉のある端の種皮をきずつけ、3時間浸水

7 28

7 21 カンバ属と同じ方法で試験、報告する。

7 28 ⑴沪紙の場合には、種皮をはずして試験する侄うがよい。 

さかんに発芽しはじめるまで(およそ4 2日)は•3〜5 

Cで試験し、それから2 〇 Cにうつす。または、(2)テト 

ラゾリウム法

1 4 56 (1)2 〇 Cで2カ月処理してから3〜5 Cで7カ月処理、 

または、(2)テトラゾリウム法

7 21 (1)2 5 'Cで2カ月処理してから3〜5 Cで3カ月処理、 

または、(2)テトラゾリウム法

7 ' 21 ⑴子葉のある端の種皮をきずつけ、6時間浸水、または

⑵濃硫酸に1時間つけ、流水でよく洗う。

1 4 28 (1)3〜5 C ： 9 0日、または、(2)テトラゾリウム法

14 42 同 上

14 42 同 上
... .
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種 名 ま た は 属名 発芽床 温度(c) 光条件

l&rlx decidua ヨーロ ッ パカラマツ TP 20-3 0 L

.Larix eurolepis • TP 20-30 L

Larix occidentalis TP 20-30 L

Larix sibirica シベリアカラマツ TP 20-30 L

Litocedrus de currens イ ンセンスシーダー TP 20-30 L

Liauidam'bar styraciflua モミジバフゥ TP 20-30 L

Liriodendron tulipifera ユリノキ TP 20-30 —

ホオノキ・ S 1 0-25 —

I Malus リンゴ属 •— 一 —

Morns クワ属 TF 20-30；30 L

Nothofagus otli^ua TP 2 0-30 一

Nothofagus proc era TP 2 0-30 —

Pice a abies ヨー ロッパ トウヒ TP 20-30 L

Picea engelmannii TP 20-30 L

Picea glauca グラウカトウヒ TP 20-30 L

ャツガタケトウヒ TP 20-30 L

Pi cea mar iana マリアナ トウヒ TP 20-30 I.

Picea omorika TP 20-30 I,

Picea orientalis TP 20-30 L

Picea pungens ブンゲン ストウヒ TP 20-3 0； 2.0 L

Picea rumens ノレーベン ストウヒ 'TP • 20-30 L

Picea sitchensis シト カトウヒ TP 20-30 L

Pinus altiicaulis TP 20-30 L

Pinus aristata TP 20-30 一

Pinus banks iana バンクシアナマツ TP 20-30 L

Pinus cembra S 20-30 —

Pinus cembroides S 20 —

締切日数 前 処 理 方 法 な ど
発芽調査 

開始日

7 21
—

7 21

7 21 無処理i3〜5 C ： 21日

7 21

7 28 (1)3〜5'C： 3 〇〜60日、または、(2)テトラゾリウム法

'7 28

7 28 ⑴3〜5C ： 6 〇〜120日、または、(2)テトラゾリウム法

7 42 (D1〇日間浸水してから1〇分間陽光にさらし、そのあ

と3〜5Cで14日間処理、または、(2)テトラゾリウム法

一 — テトラゾリウム法

14 28

7 28 3 〜5 'C : 2 8 日

7 28 3〜5 C ： 21日

7 21

7 21

7 21

7 21

7 21

7 21

7 21

7 21

7 28

7 21 3〜5 C ： 21日

7 28 3 〜5 'C ： 2 8 日

7 14

7 14

7 28 (1)3〜5 C ： 6〜9カ月、または、⑵テトラゾリウム法

7 28 3〜5 C ： 21日

-1 7-
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種 名 咬 た は 属 名 発芽床 温度(C) 光条件

Pinus contorta コントルタマッ TP 20-30 L

Pinus coulteri S 2 0-30 —

Pinus echinata エチナクマッ TP 20-30 L

Pinus edulis TP 20-30 L

Pinus elliottii スラッシュマツ TP 2 0-30 L

Pinus excelsa

C—Pinus grif fithii) ヒマラヤコ’ヨウ TP 20-30 L

Pinus flexilis TP 20-30 L

Pinus halepensis TP? S 20 L

Pinus heldreichii TP 20-30 L

Pinus jeffreyi TP； S 20-30 —

チョウセンマツ・ S 20-30 一

Pinus larntertiana TP； S 20-30 L

Pinus monti cola TP 2 0-30 —

Pinus mugo TP 20-30 L

Pinus muricata TP 20 一

Pinus nigra ヨーロッパクロマツ TP 20-30 L

Pinus palustris ダイ オウ ショウ S 20 L

ゴヨウマッ・ 8 20-30 L

Pinus peuce '8 2 0-30 一

Pinus pinaster フランスカイ ガンショウ・ TP 20 L

Pinus pinea S > 20 ・一

Pinus ponderosa ポンデローザマッ TP 20-3 0 L

Pinus radiata ラジアタマッ TP 20-3 0 L
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発芽調査
締切日数 前 処 理 方 法 な ど

開始日

7 28 無処理;3〜5 C ： 21日

7 28 (1)5〜5 C : 6 〇〜9 0日、または、(2)テトラゾリウム法

7 28 毎日16時間次たはそれ以上光を照射する。

7 28 3〜5 C : 2 8日

7 28

7 28

7 21 3〜5 C ： 21日

7 28

7 28 ⑴3〜5 C ： 4 2日、または、(2)テトラゾリウム法

7 28 (1)3〜5 C ： 3 〇〜6 0日、または、(2)テトラゾリウム法

7 28 (1)2 5 'Cで2カ月処理してから、3〜5 Cで3カ月処理、

または、(2)テトラゾリウム法

7 28 (1)3〜5 C ： 6 0〜9 0日、または、(2)テトラゾリウム法

7 28 同 上

7 21

7 35

7 21

7 21 毎日16時間またはそれ以上光を照射する。

7 28 (1)キタゴヨウ(ヒメコマツ)は、25 Cで2カ月処理し

てから、3〜5Cで3カ月処理iゴヨウマツは3〜5C

で3〜5カ月処理、または、(2)テトラゾリウム法

7 28 (1)3〜5 C ： 6カ月、または、(2)テトラゾリウム法

7 35 (1)大西洋系統:無処理J3〜5 C ： 3 5日、(2)地中海系

統:無処理

7 28

7 21 3〜5 C ： 2 8日

7 28 3〜5 C ： 7日
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種 名 ま た は 属 名 発芽床 温度(C) 光条件

Pinus resinosa レジノザマツ TP 20-30；25 —

Pinus rigi da リギダマッ TF 20-30 L

Pinus strotrus スト ローブマッ TP 2 0-30 L

Pinus sylvestris ヨ—ロッパアカマツ TP 2 0-30 L

Pinus taeda テーダマッ TP 20-30 L

Pinus virginiana TP 20-30 L

Plat anus スズカケノキ属 TP 20-30 L

Pop ulus ハコヤナギ属(ポプラ類) TP 20-30 L

Prunu s サクラ属 S 20-30 —

Pseudotsuga menziesii vars. TP 20-30 L

menziesii and caesia
(ベイマツ、ダグラスフ アーの変種)

Pseudotsuga menziesii TP 20-30 L

var. glauca

( 同 上 )

jyrus ナシ属 S 20-30 —

Que reus ナラ属 S 2 〇・ 一

ハゼノキ・ TP； S 1 0-25 —

ウルシ・ TP； S 1 0-25 —

Robinia pseudoacacia ニセアカシャ・ TP 20-30；20 L

Rosa multi flora TP 10-30 L

Rosa ノtラ属

(Rosa multiflora をのぞく) S 20 —

Salix ヤナギ属 TP 2 0-3 0 L

Sequoia sempervirens セノレペルセコイヤ
(イチイモドキ )

TP 20-30 L

—21—

発芽調査 

開始日
締切日数 前 処 理 方 法・な ど

7 14

7 14

7 28 (1)3〜5 C ： 21日、または、(2)テトラゾリナム法

7 21

7 28 毎日16時間またはそれ以上光を照射する。

7 21

7 28

3 14 カンバ属と同じ方法で試験、報告する。

7 28 (1)3〜5 'C ： 3〜4カ月、または、(2)テトラゾリウム法

7 21 無処理;3〜5 C ：14日

7 21

7 28 (1)3〜5 C ： 6 〇〜9 0日、または、⑵テトラゾリウム法

7 28 Castanea sativa と同じように処理する〇

7 42 濃硫酸に3 0分間つけ、流水でよく洗う。

7 42 同 上

7 21 ⑴アカシャ属の項の⑴,(2)の方法によるか、または、(2)

金網にいれて沸とう水を1秒間そそぎ、すぐ水道水でひ

やす。

7 28 3〜5 C ： 2 8日

35 70 ⑴湿層処理:12カ月、または、(2)テトラゾリウム法

7 1 4 カンバ属と同じ方法で試験、報告する。

7 21



種 名 ま た は 属 名 発芽床 温度ぐC) 光条件

Seq.uoiadend.ron giganteum TP 20-30 L

(=Seq.uoia gigantea) ギガントセコイヤ

Sort us ナナカマド属 S 20-30 —

Taxus イチイ属 S 20-30 —

Taxod.iuni distichum / ヌマスギ \ S 20 L
\ラクウショウ］

Thuja occid.entalis ニオイヒノヾ TP 20-3 0 L

Thuja orientalis コノ テカ’シワ TP 20 —

Thuja pile ata オニヒパ TP 20-30 L

Tilia シナノキ属 S 20-30 —

Tsuga canadensis カナダ ツガ TP 15 L

Tsuga heterophylla TP 20 L

Ulmus americana TP 2 0-30 L

Ulmus par vi folia アキ ニレ TP 20 一

Ulmus pumila TP 20 一

ケヤキ・ S, 10-25

(註) 1. 前処理方法を並記してあるもの、すなわち無処理と冷処理を規

2. ・印をつけたものは、国際規約に規定されていないか、規定さ

3. 略記号などについては表」3を参照。
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定してあるものは、両方法の結果を報告するほうがよい。 

れていても問題があるため改訂を提案中のものである。

発芽調査
締切日数 前 処 理 方 法 な ど

開始日

7 28

7 28 (1)3〜5 C ： 4カ月、または、⑵テトラゾリウム法

7 28 (1)3〜5 C : 9カ月、または、⑵テトラゾリウム法

7 28 ⑴エチル アルコールに5分間浸け、冷処理:90日、

または、(2)テトラゾリウム法

7 21

7 21

7 21

7 28 (1)3〜5 C ： 6〜9カ月、または、⑵テトラゾリウム法

7 28 3〜5 C ： 2 8日

7 35

1 4

1 4

14

7 42 3 〜5 C ：1 4 0.
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発芽床:径7. 5 cmのペトリー皿に同じ径の戸紙(東洋沪紙No. 2)を3枚 

しき、水道水でしめらせて、1〇 〇粒のタネを咬きつける。この場合べト 

リー皿をななめにしてもまきつけたタネが動かをい程度の水の最が適当で 

あり、タネが小粒になるほど水が多すぎないように注意する必要がある。 

径Z 5 cmのべトリー皿に10 0粒まきつけることができないか、または 

1〇 〇粒まきつけると住とんど余地がないような大粒のタネの場合には、 

径9. 0 cmのべトリー皿をつかうか、1組を50粒とする。沪紙がかびやタ 

ネの浸出物質で汚染した場合は、適宜新しい戸紙にとりかえ.る。またいち 

じるしく大粒のタネの場合には1組を2 5粒とし、深い大型ペトリー皿を 

っかう〇

これらの大粒種子および表ー 3の発芽床の項にSと 記してある樹種に 

ついては、川砂をタネの厚みよりやや深く入れ、水道水でしめらせて、夕 

ネをみえかくれ程度にうめこむ。この場合、底に1〜2砌の旅さにたまる 

程度の水の量が適当である。川砂は、10 メッシュの篩をとおり、807 

ッシュの篩でおちない程度の粒径のものをふるいわけ、よく洗い、必要が 

あれば加熱殺菌して用いる。

光条件:自然光でも人工光でもよいが、発芽床をおくところの明るさが 

均ーになるように注意し、また光源の熟によって温度が影響されないよう 

に注意する°タネによっては、自然光、自熱光より白色螢光燈を光源とす 

る光の方がよいので、光源にはできるだけ白色螢光婚をつかう。高温条件 

の場合には、高温期間に光を照射する〇明るさは75 〇〜1,250ルック 

スとする。なお光照射を規定していない圈種のタネの場合にも、光条件で 

試験するにこしたことはない。

発芽調査開始日と中間調査:所定の調査開始日(表一 3、表ー 4)に第 

!回の調査を行ない、その後は原則として週2回の中間調査を行なう°休 

日にあたるときは、発芽状況によって繰上げるか、繰延べることとする。 

いちじるしく発芽速力のおそい圏種あるいは試料の場合、または試験期間 

のおわりで発芽がほとんどみられない場合などは、週1回くらいにしても 

差支えない。一方ポブルス属のタネのように発芽速力がいちじるしくはや 

い場合には、必要に応じて間隔をちじめる。
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締切日数:表ー 3、表ー 4の締切日数は、発芽条件におく期間で、休眠 

をやぶるための冷処理期間は含めない。所定の日数を経過したときに発芽 

したばかりのタネがあった場合は、試験を1週間のばしてもよい。

残種子の調査:総数をかぞえ、その内容を調査、記録する。各区分の判 

定は次の基準による。「未発芽」:胚乳と胚を見分けられるもの。活力の 

あるタネと活力のないタネの区別については、還元法による場合は(!十 

B 4- CI)を前者とし、(IV)だけを後者とする。切断法による場合は、検 

査者の判断で両者を区分する。「腐敗」"液状になって胚、胚乳を区別で 

きないもの、胚乳が正常でも胚が存在しないものはこの区分にふくめる。 

「シブ、シイナ」:樹脂がつまったもの、内種皮しかないもの、しなびた 

胚乳がはいつているものなど。「虫害、その他」:虫がはいっているもの、 

種皮に虫がぬけ出た孔がみとめられるもの。およびそのほかの被害をうけた 

もの。なお、、マメ科の樹種などでは、「イシダネ」:吸水していないタネを区分する。

(計算方法)

4組の発芽率(「正常なメバエ」をだしたタネの百分率)の差が表ー 5 

の許容範囲にはいっている場合は、それらの平均値を発芽率とする。第1 

回の結果が許容範囲をこえた場合、あるいは試験条件や調査方法に不都合 

がみとめられた場合は、同じ方法か代りの方法で第2回の試験を行なう。 

2回目の結果,とはじめの結果の差が表ー6の許容範囲にはいれば両回の平 

均値をもとめて発芽率とする。

両回の差が許容範囲をこえた場合は、少なくとももう一度試験を行をわ 

なければならない。

(表示・方法)

4捨5入して整数で示す。
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表・- 5 第1回発芽試験における平均発芽率の最大許容範囲

最大および最小発芽率
平 列 笼 牙 冬 間に許される差(％)

99 2 5
98 3 6
97 4 7
96 5 8
95 6 9

93 〜94 7〜 8 1 〇

9I〜92 9 〜10 11
89 〜90 11〜12 12

87 〜88 13 〜14 13
84 〜86 15 〜17 14
81〜83 18 〜20 15
78 〜80 21〜23 16

77 24 17
73 〜76 25 〜28 17
71〜72 29 〜30 18
67 〜70 31〜34 18

64 〜66 35 〜37 1 9
56 〜63 38 〜45 19
51 ～ 55 46 〜50 20

表ー 6 2回の発芽就験における平均発芽率間の差の許容範囲

ー乙6—

総 平 均 発 芽 率
2回の平均発芽率間に 
許される差 (％)

98 〜 99 2 〜 3 2
95 ～ 97 4 〜 6 3
91 〜 94 7 〜10 4
85 ～ 90 11 〜16 5
77 ～ 84 17 ～ 24 6
60 〜 76 25 ～ 41 7
51 ～ 59 42 〜 50 8

(還:元法による発芽率の推定)

発芽にいちじるしく長期間を要する次のような樹種については、還元法 

で活力をしらべて推定発芽率とすることができる。

そのほか国際規約に定められている属、樹種を含める。

萼薬:

カエデ属 バラ属

クマシデ属 ナナカマド属

ハヅバミ属 イチイ属

サンザン属 シナノキ属

ブナ属 ゴヨウマッ

トネリコ属 チョウセンマ

ビャクシン属 コウヤマキ

ショウナンボク属 クス

ユリノキ属 ホオノキ

リンゴ属 ストローブマ

サクラ属 ラクウショウ

ナシ属

(1) テルル塩類

テルル酸カリ、亜テルル酸カリ、テルル酸ソーダ、または亜テル 

ル酸ソーダの1务水溶液をもちいる。

(2) テトラゾリウム塩類

テトラゾリウム・クロライドまたはテトラゾリウム・ブロマイド 

の1%水溶液(pH 6. 5 ～ 7•〇)をもちいる。蒸溜水のpHが& 5 

〜7. 0の間にないときは、次のような処方のゼーレンゼン氏の緩衝液に 

とかす〇

A液:9. 0 78gのKH 2 PO 4を!.〇 〇 〇 〇• C・の蒸溜水にとか 

す。

B液:11.8768 の Na2HPO4 - 2H2O 1.0 〇 〇 c. C,の 

蒸溜水にとかす。

A液4 0 0 C. C.とB液6 0 0 0. C•を混合し、この混合'液でテトラゾリ
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ウム塩の1%溶液をつくると、pHは0.7に左る。

処理方法:純度測定でわけた純正をタネから、10 0粒ずつ4組をかぞ 

えとる。ナイフか小型のニッパーで珠孔のある端をタネの長さの％ほど 

きりおとし、18〜20時間蒸溜水につける。これらの浸水種子を水き 

りして、試薬溶液に完全につける。テルル塩の場合は暗黒でなくてもよ 

いが、テトラゾリウム塩の場合は暗黒で、いずれの場合も3 0 -Cに4 8 

時間たもつ。処理時間が終ったあとは、試薬溶液をしずかに注ぎだし、 

水道水で洗ってから胚をとりだす。胚をとりだす間はタネがかわかない 

ようにし、またとりだした胚、胚乳もかわかないようにしめらせた沪紙 

上にならべる。胚をとりだすさい、タネの内容別の数を記録する。

判定方法:針葉樹のタネについては、胚の染色状態によって次のように 

区分する。

T 全体にこくそまったもの

〇 全体にそまっているが、淡いもの

m 斑にそまっているもの

ivまったくそまらないもの

新しいタネの場合には(【+ 〇 )を、採取後1夏以上をへたいわゆる貯 

蔵種子の場合には(I )だけをとって、推定発芽率とする。なお広葉樹 

については、国際規約6. 5節の樹種別記載を参考にする。

計算、表示方法:発芽率の場合と同様に繰返し間の差が表ー 5の許容範 

囲にはいれば平均値をもとめ、4捨5入して整数で示す。検査結果の報 

告書には、還元法によったことを明記する。

5.1.0 〇 〇粒重の測定

純度測定でわけた純正なタネから無作為に10 0粒を8回とり、純度測 

定と同じ単位で重さをはかる。変異係数が4.0以下であれば平均値を1〇 

倍して測定のときと同じ単位で示す。変異係数が4.0をこえた場合は、さ 

らに8組をとって測定し、前回とあわせた16組の標準偏差をもとめ、そ 

の2倍以上に平均値からはなれているものをすてて、ふたたび平均値をも 

とめ、1〇倍して!.〇 〇。粒重をえる。
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標準偏差($)
(n—1)n

n (5x2) 一(2*x) 2

S
変異係数(C) 一 X10 0

X

x :各10 0粒の重さ(グラム)

n:測定回数

x ：10 0粒の平均の重さ
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